
若手の会  第２８回例会「令和と万葉集」

　新元号「令和」と出典の万葉集について学ぶ例会が令和元年７月２０日、東京都中央区の奈良まほろば
館で開かれた。奈良県立万葉文化館（明日香村）の大谷歩主任研究員が「令和と『万葉集』—梅花の歌と中国
文学」と題し講演。３５人が参加した。
　令和の出典は万葉集梅花の歌三十二首の序文にある。大谷さんは古代日本は海外文化を取り入れなが
ら独自の日本文化を築き上げていて漢字で書かれた万葉
集も中国の文献を理解しなければ本来の意味が分からな
いと解説。中国の文人にとってすばらしい風景の中で仲
間たちと酒を酌み交わしながらそれぞれの思いを詩歌に
詠むことが理想の宴とされていた。梅の花の歌の作者で中
国文学への深い教養と文人の志を持った歌人大伴旅人は
大宰府に赴任中、仲間たちと梅の花が見ながら酒を飲み
故郷奈良への望郷の念を歌に詠んだという。
　大谷さんは「旅人が外国文化を取り入れて新たな日本
文化を創造した点を私たちも学び万葉集に親しんでもら
いたい」と話した。

文化交流会（その1）　奈良クラブで奈良を変えよう
　奈良ゆかりの文化人を招いて奈良文化に親しむ令和
元年度文化交流会が令和元年８月１日（木）午後７時、
東京都千代田区のパソナビル２階ホールで開かれた。
奈良県のサッカーチーム「奈良クラブ」の中川政七社長
が「奈良に火をつける」と題し講演。会員ら１００人が参加
した。
　中川社長は３００年続く奈良晒の老舗「中川政七商店」
（奈良市）１３代目として和物雑貨店や伝統工芸再生コン
サルタントとして活躍。近年、首都圏にも多くの店舗を
展開し若手経営者として注目を集めている。
　昨年１０月、株式会社奈良クラブ社長に就任し「サッカーを変える　人を変える　奈良を変える」を
ビジョンに掲げ同クラブのＪリーグ昇格と奈良県の活性化に注力している。中川氏は奈良に関係する人
たちが「学び」を通じて奈良の魅力あるコンテンツを一つ一つ作り出していくことの必要性を説き「学び
の都・奈良」というブランディングを目指すと語った。「みんながその気になることが大切。『奈良クラブ
一味』として奈良クラブで奈良を変えましょう！」と呼びかけた。

「令和」と万葉集について講演する大谷歩さん


